
新年度がスタートし、早いもので 5カ月が過ぎ、子ども達の体力

もつき動きも活発になってきました。好奇心旺盛な子ども達、高い

所（段差）からジャンプしたり、よじ登ったり、ぶら下がってみた

り等、色んな事にチャレンジしようとする姿が多く見られるように

なってきました。遊びを見守り保育をしていますが、とっさの行動

をすることがあり、転んでしまうという場面も…。 

ご家庭でも公園で遊ぶことも多くあると思います。大きな怪我をし

ないためにも近くで見守り安全面に気をつけていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

ほ け ん だ よ り 
令和８年 9月１日 西保育所 

日中はまだまだ暑い日が続きますが、気づけば日ごとに陽が沈

むのが早くなっているように感じられます。暑い夏を元気に過ごし

てきた子ども達にも、少し疲れが見られ、発熱や下痢、嘔吐など

体調不良のお子さまが増えています。症状が出た際は早めに受

診を考え、適切な治療を受けることをお勧めいたします。早めの手

当てと休息を心がけて重症化を防ぎましょう。 

 

 

 

 

地震時の対応となっています 
 

ご家庭でも、災害時の避難場所や、食料品や水のストックは大丈夫か、家

の中や近所で危険なところはないかなど確認してみるのもいいですね！ 

おう吐・下痢のケア 

お尻はこすらずに

お湯で洗い、タオ

ルで軽く押さえて

水分をふき取る 

吐き気が治まった

ら、子ども用イオン

飲料やお茶、スープ

など、飲める物を少

量ずつ飲ませる 

 

下痢の場合 
・24時間以内に複数回の水様便がある。 

・食事や水分を摂るとその刺激で下痢をする。 

・下痢と同時に体温がいつもより高い。 

・朝に排尿がない。 

・機嫌が悪く、元気がない。 
 

嘔吐の場合 
・24時間以内に複数回のおう吐がある。 

・嘔吐と同時に体温がいつもより高い。 

・食欲がなく水分も欲しがらない。 

・顔色が悪く、ぐったりしている。 

 

※胃腸炎での下痢便や嘔吐が続く場合は、普通

便の確認ができてからの登所・嘔吐が治まり、普

段通りの食事や水分が取れて、機嫌よく過ごせ

ることを登所の目安としています。集団生活の

為、感染拡大予防のご理解、ご協力よろしくお願

いします。 
症状が治まった後も、数日から数週間

は便の中にウイルスが排出され続ける

ため、周囲への感染リスクが残ります。 

 

おう吐・下痢の症状の子が増えています！ 

ご家庭で胃腸炎の症

状のある方がいる場

合は、保育者にお知ら

せください 

家庭療養の目安 


